
701 ステレオPIVを用いた速度のフィールド計測に関する研究

Measurements of velocity field by stereoscopic PIV 
学　松浦史法　正　藤沢延行　准　船谷俊平　正　富松重行

Fuminori MATSUURA, Niigata University, 8050 Ikarashi2, Niigata 
Nobuyuki FUJISAWA, Niigata University, Dept. Mechanical and Production Engineering 
Shumpei FUNATANI, Niigata University, 8050 Ikarashi2, Niigata 
Shigeyuki Tomimatsu, Niigata University, 8050 Ikarashi2, Niigata 

Key Words*Flow Viswali^ation, PFV; 3-D Measurement, Stereoscopic Observation

1緒　　　言
寒から発生する空力騒音の現象を解明することば工学上

蓋聾である¢　著者らほ先に寮ま毎り約2次元速度分布を

PIVによって計測し巽まわりの流れと騒音について調べた

ぃ。しかし、栄まわりの流れは強い3次元速度場をもち、

面外速度成分の計測も必要である。

本研究では、翼緩流の3次元構造を明らかにすることを

目的として、ステレオP‡Ⅴ装置の構成ならびに計測誤差に

ついて調べ、さらに翠接流への応用について検討した結果

を韓督する。

望薬韓装置および方法

望・1ステレオP相装置の構成　韓定装置の概略

図をFig．1に示す。気流でのPIV■計測では、流れへの追従

性が良好な緻ホ粒子を用いる必聾がある。鞍パj、粒子を韓影

するためにほ、韓野面の全面にわたり良好なフォ抑カスを

得る必要がある。ニのため本案暁では、Shei嘩宮1ug条件を

与えたステレオカメラ計測法緋を国いた。

可視化画像の撮影には封如醜聞庸メラを対象物捧の左

右に固定して行った。使用したCCl■）カメラは画像解像度

1008×1018ピクセルの高解像度8ーbj．tで、焦点距離60m！11

ド2．8の対物レンズを用いた。ただし、CCl）カメラは

Shei鱒若1哨兵件を満たずために免疫調整用拇回転ステヰジ

に取り付けられ、それを固定したマウントを左右にスライ

ドするレールの上に索せることで観測角度を設定した。

可視化画像楼閣解像度でフレームダラパによりディジタ

ル化され、パーソナルコンピュータ内のフレームバッファ

に格納される。

望・望　カメラ校正　　カメラ校正に用いた榛定画像

（Fig．2）は、黒地に5mm間隔で白線を格子状に描いた。こ

の検定画像を撮影面に置き、2台のカメラにより軸影し

た。得られた左右それぞれの画像は細線化した上で白線の

交点を求め、これを基準点として、直交格子上の座標に変

換するためのこ酷鶉やの係数を患めた草この式を用い、撮

影された画像の全画素の座標を直交格子上の座標に変換し

た。また、外部標定明こより2台のカメラの観測角度を割

り出した。

望・遥遠塵3成分蘭算出　　カメラ校正を行い得ら

れた画像について、左右別々に輝度差累積法ならびにサブ

ピタセル法を用いたP‡Ⅴ解析を行い2改元速度成分を酔夢

した。左右の速度乳成分からカメラ校正で求めた観測角度

を用いて炭テレ藩写窺陰によ撃速度割諜労を再構成した琶

2．4誤差評価の実験　　－い一し　川l＼7しパ）相性む評価

するため、F主恩2重こ示す模造南棟卓こさら星芝野王Ⅴ素数書芸おける

粒子を模擬す愚目的で白色礫か点を轟密度で相加Lた踪ア

タリル抜上にこ椚鴇若様を按潜L、それを輪転装置墨芸敬誓

付けて、Z軸まわ聖＝こ撮影薗を回転轟せた苺擬影簡域ほ誠

X50Illinとした。このとき、lピクセルは49・（iX相1パ川に

相当する（〕撮影面に対しレンズの法線ベクトル♂｝為す角は、

り．‾ニり．‾－：用り　とし、栂野面と【珊れメラと刷卜鮒fj．－－～；

2輔馳髄となる蓋うを芸憲番田レ許諾ならび萎芸カメラを配麿L
た。また、比較のためカメラ1台を相野面の正耐こ置いた

実験から2次元P‡Ⅴの供養評価を行った。実験は、独立し

てそれぞれ3回持った。

3結果および考察

乱豊艶淵親善帝評価　回転鶴の楽観朝尊転れた達

川窪分布を、横軸にX、Y座標を、縦軸に速度の水平、垂麿な

らびに奥行き方向川線分およびその標準偏差を．ホLたものが

ドi臥4で、それらの平均値を示したものが1、ab】＿e．1である。

標準偏差は隆も悪いもので0．2259ピクセルであり、速度計

測結果が、その鼻の偶に対してよく適合していることが縫

誼された。標準煽叢の値は性饗輔の結紫よりも大きいが、

本実験では桓I転運動を対象としていることヰぅその一一・▲パ陸】であ

ると考えられる。

乱望　翼籠流に対する応用　　韓殿田ため饗を透明

なアクリル犠に取射ヰ軋F転5妄こ示ず薬敵襲常を用いて韓

影を打つた。本実験のステレオPIV装置を用いて、NACA

OO18翼（梁弦臆80mm）周りの3次元速度場の中央断面を計

測した。実験条件は流速30mパさ；で、栄の迎角は6わ　である。

気流には速度計測を行うた♂）、オイルミストをトレーーサ粒

子として混入した。ダブルパパレスNd－Y九Gレ｝ザを葉上方か

ら接流部分にミラ山を介して当てた。拇影間隔△l二＝9∴主〃

sとした。寒が影となり撮影を妨げることを避けるため、

レーザシーート面に対しレンズの法線ベクトルの為す角β

lニ托3苺、β誓＝37・i苺　となるように左右のレンズならびに

カメラを配蘭した。撮影面とCC王．）かメラと田距離り

蓋＝65触軋閂ヨ＝S35m踊とLた苺これにより計測されたも瞬間

速度3成分の分布をF短儲こ示す臣園からわかるように、輩

経流に渦放出現象が認められ、W方向成分は4mパsであると

確認された。
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